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授業では「大人になれなかった弟

たちに...」という物語文の中で

JKSを活用しました。

まず、この作品についてですが、

太平洋戦争中から終戦にかけてが

舞台となっており、小学校4年生だ

った僕が主人公で、僕の視点で戦

争というものが描かれています。






そのため、僕の心情理解というの

は生徒とは年代が比較的近いので

割とたやすく行えました。ただ、

僕の心情理解だけだと作品の読み

取りにあまり奥行きが出ません。

ですので、視点人物を僕から僕の

母に変えて作品を捉えなおそうと

いうことで授業を進めました。






授業の流れですが、母の行動描写に着目をし

て母の人物像を膨らませる、その際にJKSの
角川類語新辞典を使いました。

スライドにあるのが類語辞典で検索した時の

画面です。「強い」「優しい」「一生懸命」

というような言葉は検索しなくても生徒の中

にはありましたが、そこからの広がりという

のが無くて、すごく狭い世界でお母さんを捉

えているというところがありました。

そこで類語辞典の使い方を説明して生徒には

言葉をどんどん膨らませる、イメージマップ

を使って、言葉をどんどん広げていくという

ことをしてもらいました。






こちらが授業で活用したワークシ

ートになります。表の上の段に本

文中にあるお母さんの行動描写が

書かれており、そこから生徒がお

母さんがどんな人物かということ

を類語辞典で検索していく中でイ

メージマップを作り上げるという

ものです。






こちらが類語辞典を使いながら一

生懸命イメージマップを作ってい

る生徒の様子になります。ipadを

片手に頑張ってイメージマップを

膨らませてくれていた男の子で

す。






こちらの女子生徒もたくさんの言

葉を紡いでくれていました。






こちらがある生徒の検索画面を写

真で収めたものですが、この生徒

はあたたかいという言葉を手掛か

りに言葉を膨らませようとしてい

たようです。






こちらが一人の生徒のワークシー

トを写したものですが、この生徒

は強いという言葉から始まって、

我慢強さだったり、寡欲という難

しい言葉だったり、あとは忍耐力

という言葉だったりということ

で、強いという言葉にもいろいろ

広がりがあると気づいてくれてい

たと思います。






こちらの生徒は優しいという言葉

からスタートして献身的だったり

温厚だったり丁寧という様な世界

を広げてくれました。






こちらの生徒はあまり自分でイメ

ージマップを広げることが出来な

かったので、友達と共有をして、

黄色で囲っているのは友達から得

た言葉ということで書き足してく

れていました。こんな風にして言

葉を共有するということもとても

大事な活動だという風に考えてい

ます。






こちらは割と珍しいなと思った

生徒のものです。まず謙虚とい

う言葉からスタートしていま

す。この生徒自身がすごく謙虚

でつつましくてひたむきに頑張

る生徒なんですけれども、こう

やって生徒によって同じ描写で

も捉え方が違う、言葉が異なっ

てくる、こういうことを共有す

ることで他の生徒たちにも作品

の広がりというものが伝わった

んじゃないかなと思っていま

す。



こちらはそれぞれのクラスから集

まった言葉を一覧にしたもので

す。柔らかいイメージの言葉と強

いイメージの言葉ということでこ

れだけの言葉があがってくること

になりました。






生徒はこれらの言葉を使って、最

後にもう一度お母さんの視点から

僕の視点に戻ってきて、先ほど見

せた言葉の中からお母さんを表す

にはこの言葉が一番だ、というも

のをひとつ選んで、僕の視点でお

母さんに対して手紙を書いてこの

物語作品の授業を終わりました。






類語辞典を使わせてみての効果としては、言葉から言葉へ

のリレーというのがとてもしやすくて、国語辞典を使うよ

りもたくさんの新しい言葉との出会いが期待できると感じ

ました。言葉を知っているということはその言葉の世界が

その生徒の内側にあるということです。たくさんの言葉を

知っていれば知っているほど自分が認識するものだったり

表現することの世界というものが広がっていきますので、

そういった意味ではこの類語辞典を使って自分の世界を広

げていくということはすごくよかったと思っています。こ

の活動において類語辞典は最適なコンテンツだったのでは

ないかと考えています。

私自身の今後の課題としては、まだまだ学年に応じた調べ

方の変化というものが付けられていませんので、中学1年

生から中学3年生に上がっていくにつれて類語辞典の調べ

方にも変化が持たせられるようにまた研究していきたいな

という風に考えています。
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中学校１年生の英語の授業事例を

紹介させて頂きます。使用した教

材は東京書籍の『はじめてのジョ

リーフォニックス』の１，２にな

ります。



本校の英語の授業の特色として、

中学校１年生の１学期はフォニッ

クスの学習を中心に進めていま

す。フォニックスとは英語の音と

綴りを一致させる学習法で、英語

圏の幼稚園や小学校で学ばれてい

る学習法の一つです。

教材を使って一通りアルファベッ

トについて学んだあと、英語の辞

書の使い方について学習をして、

そこでJKSを使用しました。





今回の授業の目的として、辞書を

使うことでできることを学んでい

くということをしました。辞書を

使って分かることも多々あるので

すが、今回フォーカスしたのは、

意味を確認できるということと正

しい綴りを確認出来るというとこ

ろです。紙の辞書だけでなく、今

回データベースのJKSの辞書も併

せて使いました。






授業の流れですが、１コマ目でワー

クシートの配布、導入として辞書の

見方をガイダンスしました。初回で

したので、最初に紙の辞書の見方を

ガイダンスし、２コマ目で実際に調

べてみる、続いてデータベースの使

い方を説明し、実際それでも調べて

みるということを１コマ、２コマ目

で実施しました。３コマ目でエラー

が含まれた文章を提示しその中から

間違いを見つけるということに辞書

を利用しました。






具体的にこちらがワークシートの内容になり

ます。２コマ目には紙の辞書とJKSを利用し
て実際に調べていくという活動をしました。

紙の辞書ですと、見出し語といってこのペー

ジからこのページまでこれらの単語が載って

いるという風に示している部分があるよ、と

説明して見出し語を書かせたりしているので

すが、データベースの方はそのような項目は

含んでおりません。単語の意味があまりにも

たくさんあるものだと生徒も書いているだけ

で終わってしまうので、調べがいがある単語

を置いています。例えば、magpieというカ
ササギという鳥の名前なんですけど、そうい

った単語を置いています。






このようにJKSのどの部分が品詞を
示しているか、どの部分が意味なの

か、用例というのはこの緑の文字の

部分だよと基本的な見方のところを

詳しく説明しました。



先ほどエラーの含まれている文章の修正をす

ると言いましたが、ジョリーフォニックスで

も校正（proofreading)の段階があります。
生徒たちが自律的に辞書を利用して意味を確

認したり、意味が何個もある中から自分で意

味を選べるようにしたり、スペルを直した

り、などの活動が含まれているので、この内

容がとても良いなと個人的に思いまして、今

回はこれをやってみました。

ジョリーフォニックスのルールとして、読め

なくはない、例えばpilows、messeeも読め
なくはないがスペルが違う、というエラーを

入れています。ここに正しい単語を書いても

らって、紙を使ったら紙でJKSを利用してい
る場合にはJKSで調べた内容を書きとっても
らうというのを最後の活動にしました。



懸念点としては我々英語科ですので、かなりの生徒が

Google翻訳など様々な翻訳サービス、ネットの検索な
どを積極的に使っている場面も多いというのが現状で

す。中１は先にJKSを使えた甲斐もあってか、こちらか
ら積極的に働きかけなくても自然にJKSを開いて英語の
授業を受けてくれていてありがたいのですが、やはり

他の学年ですと今まで親しんできた翻訳サービスが見

やすいと思っているところがあります。ただ、翻訳サ

ービスのある意味欠点としては、一語一訳と思ってし

まう点、例えばsometimesで検索すると時折と出てき
てじゃあ時折しかないのかなと思い込んでしまう子も

中にはいますし、一番上に上がってきたのが正しい意

味とは言えない場合ももちろんあります。また、信頼

のおけるサイトかどうかもまた別の問題になってきま

す。なのでどうやって文の中で使えるかなどを見れる

辞書の利点もあると思いますし、Google翻訳のように
音声ももちろんJKSで引くことが出来ます。このように
何個か意味があってその中からより適切なものを選ぶ

という訓練がこのような活動を通してできたらいいな

と思っています。



去年も実は似たような活動をして、その時に

jobという単語を選んだのですが、こちらと
しては一般名詞をさしたつもりだったのに、

同じスペルで固有名詞のヨブ記のヨブという

方が意味として出てきて生徒たちは皆それを

写してしまい、採点が難しくなるということ

がありました。先ほど言った通りなるべくな

ら文章の中で適切な意味はどれかということ

を調べる活動を繰り返していってそういった

ことが授業の中でも一貫としてできるように

なったらいいかなという風に思っているとこ

ろです。
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高校２年生の古典では「平安女子

を楽しく!紹介」ということでJKS
の中の新書を使った授業を展開し

ました。






高校２年生の古典と言うことで結

構文法や単語が難しくなってくる

んですけれどもやはり古典文学を

楽しく読むためには当時の常識や

背景知識がある程度必要になって

きます。今回の授業はそこを狙い

として実施しました。まず授業の

説明をしてから資料を読み、その

資料をもとに簡単な短い動画を作

成するという流れで実施しまし

た。






１冊目の資料がビギナーズ・クラ

シックスというシリーズ物の古典

の本を用意しました。こちらはか

み砕かれた現代語訳と原文が載っ

ていて解説がついているという、

古典がそこまで得意ではない生徒

でも親しみやすいような本になっ

ています。




書影



これとあわせてもう一冊、古典初心

者向けの、岩波ジュニア新書の『平

安女子の楽しい!生活』という本を
活用しました。こちらも古文の本文

を実際に引用しつつかなり読みやす

い砕けた口調で当時の様子を生き生

きと紹介してくれる本になっていま

す。




書影書影



この２冊で平安時代のイメージを掴んでも

らってから動画作成に移ったのですが、最

初に紹介した『ビギナーズ・クラシックス　

日本の古典　蜻蛉日記』の方は紙で印刷し

ました。これは蜻蛉日記の全体の中で読み

やすい部分、分かりやすい部分を８か所ほ

どコピーしてそれを班ごとに割り当てたた

め、紙で各班に配りました。

岩波ジュニア新書の『平安女子の楽しい!生
活』はJKSで閲覧してもらったんですけれ
ども、紙で配った方の①の資料にJKSのこ
のあたりのページをみるといいよというア

ドバイスはあらかじめ書き入れておきまし

た。



実際に生徒のJKSの画面はこのような形で
まず左側のような一覧画面が出てくるので

すが、ここから例えば岩波ジュニア新書と

岩波ブックレットと岩波新書のような形で

絞り込んだり、社会科学、自然科学などで

絞り込みをして目当ての本を見つけていき

ます。実際の生徒の画面では、いわゆる電

子書籍のような見た目で新書を読むことが

出来ます。



こうしたJKSの資料と紙の資料を併用して生
徒が実際に活動した様子ですが、１枚目は

当時の文、崩し字といいますか、で当時の

感じを再現していて、そういった小道具を

作って動画を作った生徒や、下の写真は後

ろに幼稚園という文字が見えますが、幼稚

園の先生になりきって小さい子に話すよう

な形で紙芝居風に紹介したという生徒もい

ました。すごく楽しそうで柔らかい感じで

すけれども、この紙芝居に書かれているシ

ーンはまさに浮気がばれたシーンで、あま

り可愛らしいシーンでは無いんですけれど

も、そういった生徒もいました。



外に出て動画を作ってくれた生徒もいまし

た。上の写真は当時の牛車、乗り物を再現

してくれた班です。後ろで牛車というか一

輪車を押しているのは理科の先生なんです

けれども、手が空いていたそうで参加して

くれました。下の写真は小道具の扇子を、

結構ちゃんと開いたり閉まったりするみた

いなんですけれども、作った生徒もいまし

た。怨という字が書いてありますが、待ち

ぼうけにされた怒りというのを表現してく

れています。この後、教室の前に待ちぼう

けにされていた夫が通ってきて、素通りす

るというシーンを動画に納めてくれまし

た。



なかなか古典ということで難しいイメージ、堅苦しいイ

メージを持ってしまう子も多いかなとは思いますが、楽

しく文化に触れてくれたかなと思っております。全体の

まとめとして成果・課題・留意点については、紙の書籍

と電子書籍であるとか、紙の辞書と電子辞書の使い分け

というのは徐々に身に着けていってほしいなと思ってい

ます。その練習として今回は一つ役に立ったかなと思い

ます。

そして箇条書きの下の２つですが、今回JKSの新書を使
って一番大きかったのはここかなと思っておりまして、

一冊丸ごと読める状態で手元に置いてあると前後のペー

ジをちょっと見てみたり目次が目に入って他の章を読ん

でみたりなど偶発的な出会いがあると思うんですね。実

際に理想を言えば紙の書籍を全員に買ってあげれば良い

のでしょうが、なかなかそういうわけにもいきませんの

で、JKSの一括のサービスの中で追加料金という形では
なく、生徒全員が同じ本を読めるというのは授業の準備

という意味でも非常に効率的だったかな、と思います。

ちなみにシリーズ本で平安男子というのもあるんです

が、終わった後にその本を紹介したら見せてくださいと

いう風に行ってくれた子もいたり、次の読書にもつなが

っていったのかなという風に思っております。
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私は高校２年生の文系と理系の理科

の生物基礎の授業の中でJKSを使い
ました。

教材としては生物基礎の中でも特に

免疫に注目をしてそこで利用しまし

た。今回タイトルは「免疫×一瞬の
輝き×ジオラマ」ということで、ジ
オラマを作成しました。






どのような内容で授業を実施したかという

と、生物基礎で学習する免疫の仕組みに関

して、資料を用いて理解をし、表現したい

一部分を文章そして設計図に起こして解説

付きのジオラマとして展示する、というこ

とを一連の授業として行いました。

この目的としては教科書の内容にとどまら

ない理解をしてもらうということと専門用

語でとっつきにくいイメージがある免疫の

部分ですが、ジオラマや文章を用いて説明

することで身近に感じてもらって、コロナ

であったりこれから流行るかもしれないイ

ンフルエンザ等に知識を活用してもらいた

いと思ってこの授業を実施しました。



授業の計画なんですが、１時間目か

ら６時間目までこのような形で行い

ました。

１時間目で免疫の基本的な理解を

し、その後２時間目で用語を確認、

３時間目で設計図を作成、４，５時

間目で作成、６時間目に発表という

形です。今回JKSを２時間目の用語
の理解というところで使いました。






JKSを用いた情報収集ということで左
に示してあるようなワークシートを

使いました。まず最初に教科書の内

容をもとに詳しく理解していくんで

すが、その時に本校では３色の情報

カードを使って情報収集し、それを

もとに自分の言葉でそれぞれの説明

をしてもらいました。






情報カードを詳しく見て頂くとこの

ように両面印刷になっています。表

面には基本的な情報を書く。裏面に

はJKSやその他資料で調べたことを

書いていくという形にしました。



これは実際に生徒が調べた内容です

が、JKSの岩波生物学辞典の中から

抽出したものや、図書資料も使いま

したので、図書資料を中心に使った

ものもこのような形でキーワードを

残してもらいました。



次のステップとして、調べた用語を

もとにジオラマで作成したい免疫機

構の一場面を再現できるような設計

図を書き、その下文章のところに先

ほど調べた情報をもとにより精査し

て免疫機構のどの場面かが見ている

人に文字情報だけでも伝わるように

説明を記入してもらうということを

しました。右側は生徒の作品の一例

になります。上側には作りたいも

の、下側には自分が調べて伝えたい

ことを書いてもらいました。



これが制作の風景です。設計図をも

とにグルーガンや紙粘土を用いてジ

オラマを作成してもらいました。



今回のワークシートはA3裏表で冊子

状の形になっていて、最後のページ

に完成したジオラマを置くスペース

と先ほど調べたもの、精査したもの

を書くスペースを設けていたので、

右に写っているような形で学内に展

示をし、他の生徒や先生方に見ても

らうような工夫を行いました。



これが展示の風景になります。ラー

ニングセンターの図書の棚を使って

このように各生徒が各思い思いの表

現でジオラマを作成しました。



反省ですが、今回は紙の資料とDBの割合を特に示していた

わけではなかったので、分かりやすそうなイラストのある紙

資料のみで作成する生徒もいましたし、逆に百科事典のイラ

ストや詳しい説明が書いてあるところを用いて調べている生

徒もいました。また、今回は岩波生物学辞典をメインに使う

ようにという指示を一応したのですが、岩波生物学辞典では

生徒にとっては難しい用語、専門用語が多すぎるということ

がありましたので、とっつきにくく感じた生徒もいました。

次回実施する際には文章表現の柔らかい百科事典などを使っ

て生徒にもっと免疫を身近に感じてもらいたいなと思いまし

た。

最後、右下は今回免疫、皆さまもご存知かもしれませんが、

『はたらく細胞!!』というアニメの恰好を本校のメディア委

員会が主催している「図書にまつわる仮装」で学年団でハロ

ウィンをさせて頂きました。ということで、授業の内容と学

校でのイベントをうまく活用して免疫をどうにか全校生徒に

知ってもらいたいなと授業を計画した中でJKSを今回は使い

ました。


